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＜連絡事項＞

· 7/26・27の17：30～第2回院内研修が行われる。17：20までに入室する事。

· 各グループ・チームで回覧する時は、トータルクオリティーマネージメントチーム（TQL）へも回覧する事。

· 7/31に1階、2階のスタッフルームの鍵の工事を行う予定。工事の音が大きいと思われる為、プログラムへ支障がある場合は内容を考える事。

· 7/30から毎週月曜日、SSTへ小嶋心理士が参加する事になった為、担当スタッフは事前に参加メンバーの状況や行う内容を話し合っておく事。

· 7/30、村井　節子様がデイケア通所開始のために下平PSWと一緒に見学に来られる。過ごせるようであれば少しでも居ていただく。

· 7/27～久保　興介様・北村　奈美様体験利用予定。

· カルテの背表紙を作成中。各部門（D、D･N、N）を記載し位置を揃えるなど検討しサンプル作成する予定。

· 納涼会参加費（1200円）は7/31までに払う事。不参加届けも7/31まで。

· 業務について

　　　プログラム～　・評価書式・構成検討

・各プログラムの担当者がテキストを作成

　　　　　　　　　　・入浴利用については各施設責任者と話し合い勧める

　　　エアロビクス～・当日参加するメンバーの確認や状態の情報交換の為に、プレ・アフターミーティングを行ってはどうか。

　　　　　　　　　　　　⇒実施予定

・3部門で行っているが、1日に2回行うグループがあったり、メンバーのレベルが個々違う為、グループの見直しを行う。

　　　　　　　　　　　　⇒栄養教室との兼ね合いがある為、山田とプログラム内容について確認し話し合ってから決定する。

・講師よりお盆中のエアロビクスについての確認あり。

　　　　　　　　　　　　⇒お盆中は外泊などで利用者が少ない為、中居JGMが講師と話し合う。

＜外来情報＞

· 長瀬　紘一郎様～デイケアより情報提供あり、本人が体重4㎏減少したと話されている為診察室に

て体重測定し58kgとなり3kg減少している。最近食事中に詰まり吐いたと話され、主治医より時間をかけてゆっくり食べるようアドバイスあり。

· 平　康子様　　～デイケアでの休憩時間が短い、運動で体が痛いと話されている。

· 鈴木　恵美子様～昨日はデイケアでエアロビクスを2回行ったと話されている。主治医より1回で　

いいのではないかとアドバイスあり。

· 柳町　信之様　～風邪は完全ではないが良くなっている。痔の調子は良いと話されている。

· 鹿原　博夫様　～ナイトケアでのエアロビクスは疲れると話されている。

· 山田　健次様　～夏バテはなく食欲もあると話されるが、足がまだ痛いと話される。年齢的なこと

もある為、水分摂取量など気をつける様アドバイスあり。

・前野　義勝様　～グッドミンを減らし眠れなくなった為、ハルラック処方されているが眠れるようになったとの事。以前、塩辛を食べて吐いた事があり、鹿内内科受診し心電図や採血、尿検査を行ったが異常なかったと話されている。また、インスタントラーメンを2袋食べると胃がムカムカすると話されるが、主治医より1袋食べるようアドバイスあり。

＜利用者様情報＞

・ 江刺家　陽輝様～お母様から連絡あり、中学校への通学の件で学校の先生と連絡を取った結果を報告されている。通学日は毎週火曜日、時間は8：30～9：30の１時間程度、最初は、国語、社会、理科を中心に文章問題ではなく、穴埋め式や書き取りのような形で学習させる担当はその時間に都合がつく３学年の教師が担当する不調な様子なら、挨拶だけで帰宅してもよいとの事。
· 長瀬　鉱一郎様～外来受診時に体重が4kg減少した事は話していないとの事。その理由について

「言わなくてもいいのかと思った」と話されている。また、主治医がデイケアを休ませなさいと言ったと話されている。

· 小野寺　文明様～昨日本人より電話あり「足がだるく整形外科受診しました。しばらくデイケアを

休みたいです」と話されている。その都度、通所日には連絡してほしい事を伝えている。

＜事例検討＞

村上　元道様　　36歳　　統合失調症　　デイケア利用

　　　　　　　　利用開始　平成18年3月23日（1年2ヶ月）　出席率　90～100％

◎現在の状況

· 新棟へ移動後はキツイと話され、疲れた様子でぐったりとしている。昨日のエアロビクスでは、クールダウン時に居眠りしており講師より声掛けされている。
· デイケアは楽しみ・遊びの場だと話される。

· 青陽館へ移動当時は1日の流れについて「プログラムの時間が詰まったから、緊張感がある」と話される。

◎青山荘からの情報
· 当番は怠慢傾向にあり、責任転嫁するような発言がある。
· デイケアでのプログラムへはついていけない、嫌だと話されている。

· 外来受診では、デイケアが疲れるから青山荘での当番は出来ないと話される。
＜今後の対応＞

· 面談を行い、本人から現在思っている事を聞き出す（他からの情報ではなく）。

· 自分でペース配分が上手く出来ない事や、本音を言うことが出来ないまま頑張りすぎる傾向にある為、頑張りすぎず少し休む時間である事、今は、疾病管理に徹するよう促す。










